
教え
て!  坪倉先生

今
回
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
廃
炉
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内

タ
ン
ク
に
は
、
放
射
性
の
水
素
で
あ
る﹁
ト

リ
チ
ウ
ム
﹂が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

政
府
は
、
こ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
濃
度
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
海
洋
に
放
出
す
る
方
針
を
固

め
て
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
最
も
軽
い
元
素
で
あ
る

水
素
の
仲
間
で
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
と
い
う

と
、
核
実
験
や
原
子
力
施
設
で
つ
く
ら
れ

る﹁
人
工
﹂の
放
射
性
物
質
で
あ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
、
自
然
界
で
つ
く
ら
れ
る﹁
天

然
﹂の
放
射
性
物
質
で
も
あ
り
ま
す
。
宇
宙

か
ら
飛
ん
で
く
る
放
射
線
の
一
種
で
あ
る

宇
宙
線
が
、
大
気
中
の
窒
素
や
酸
素
と
反

応
し
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

も
う
少
し
、
自
然
界
で
つ
く
ら
れ
る
ト

リ
チ
ウ
ム
に
注
目
す
る
と
、
ト
リ
チ
ウ
ム

は
赤
道
に
近
い
緯
度
の
低
い
地
域
に
比
べ

て
、
緯
度
が
高
い
地
域
の
雨
に
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
宇

宙
か
ら
地
面
ま
で
到
達
す
る
放
射
線
の
量

は
、
緯
度
が
高
く
な
る
と
、
つ
ま
り
北
側

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
多
く
な
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
球
が
自
転

し
て
い
る
こ
と
で
地
球
の
周
り
に
磁
場（
磁

石
の
力
）が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
宇
宙
か
ら
の

放
射
線
を
防
ぐ
シ
ー
ル
ド
の
役
割
を
し
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
こ
の
放
射
線
を
防
ぐ
シ
ー

ル
ド
が
赤
道
に
近
い
ほ
ど
強
く
な
る（
緯
度

が
高
く
な
る
と
弱
く
な
る
）か
ら
で
す
。

緯
度
が
高
く
な
る
と
、
シ
ー
ル
ド
が
弱

く
な
り
、
宇
宙
か
ら
の
放
射
線
も
多
く
な

る
た
め
、
赤
道
に
比
べ
て
緯
度
が
高
い
地

域
の
方
が
つ
く
ら
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
も
多

く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
沖
縄
と
北
海
道
で

比
較
す
る
と
、
緯
度
の
高
い
北
海
道
で
は
、

雨
の
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
は
沖
縄
に
比

トリチウムは自然界に広く存在している
河川雨水水道水人体

トリチウムトリチウム
陽子陽子

中性子中性子 電子電子

経済産業省特設ウェブサイト「みんなで知ろう。考えよう。ALPS処理水のこと（知ってほしい5つのこと）」内の図より作成

トリチウムとは、水素の仲間（三重水素）で、
雨水や海水、水道水など、私たちの身体や
自然界の中に広く存在しています。

べ
数
倍
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
然
界
で
も
緯
度
に
よ
っ

て
そ
の
つ
く
ら
れ
る
量
の
異
な
る
ト
リ

チ
ウ
ム
で
す
が
、
地
球
全
体
を
見
る
と
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
つ
く

ら
れ
て
い
た
原
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
1
9
5
0
年
代
〜
1
9
6
0
年
代
頃

に
多
く
行
わ
れ
た
大
気
圏
内
の
核
実
験
で

す
。
数
百
回
以
上
行
わ
れ
た
核
実
験
に

よ
っ
て
、
そ
の
当
時
、
自
然
界
で
つ
く
ら

れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
の﹁
数
千
年
分
﹂が
大
気

中
に
ば
ら
ま
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
の
半
減
期
は
約
１２
年

で
す
の
で
、
核
実
験
の
後
、
減
っ
て
は
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
、
自
然
界
で
つ

く
ら
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
の
１
０
０
年
分
ほ

ど
が
残
存
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
世
界
中
の
原

子
力
発
電
所
か
ら
毎
年
放
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
れ
は
核
実
験
で
ば
ら
ま
か

れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
や
、
自
然
界
で
つ
く
ら

れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
よ
り
も
少
な
く
、
世
界

中
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
毎
年
放
出
さ
れ

て
い
た
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
毎
年
自
然
界
で

つ
く
ら
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
の
お
お
よ
そ
５

分
の
１
で
し
た
。

自
然
界
で
つ
く
ら
れ
、

雨
水
や
水
道
水
に
も

ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
水
素
の
仲
間
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医学博士 内科認定医 血液内科専門医・指導医
2006年3月東京大学医学部を卒業、2011年4月から東京大学医科学研究所研究員として勤務。東日
本大震災発生以降、毎週福島県浜通りに出向き、南相馬市立総合病院、相馬中央病院を拠点に医療
支援を行っている。血液内科を専門、内部被ばく関連の医療にも従事している。2020年6月から現職。

福
島
県
立
医
科
大
学
の
坪
倉
と
申
し
ま
す
。

元
々
、
私
は
白
血
病
の
治
療
を
専
門
と
す
る
血
液

内
科
医
な
の
で
す
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
後
、
福
島
県
の
浜
通
り
に
て
放
射

線
の
計
測
や
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
、
避

難
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

放
射
線
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
の
課
題
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
原
発
事
故
に
伴
う
、
放
射
線
を
直
接

浴
び
る
こ
と
に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
放
射
線
の
計
測
結
果
や
、
国
際

機
関
な
ど
に
よ
る
評
価
か
ら﹁
将
来
的
な
健
康
影

響
は
見
ら
れ
そ
う
に
な
い
﹂と
い
う
結
論
に
到
達

し
て
い
ま
す
が
、
放
射
線
に
関
す
る
知
識
や
情
報

は
ま
だ
ま
だ
十
分
に
広
が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
放
射
線
の
基
礎
的
な
こ
と
を
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
生
活
の
何
か
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
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